
２０１７年  １０月  １日 ≪ 誕 生 祝 福 式 ≫ 

 主 日 礼 拝  

①８時半～    ②１０時半～   ③夜７時～ 

 司  会  ①石井師   ②石井 秀人兄  ③石井師 

奏  楽 

祈  祷  ①石井師   ②小山美枝子姉  ③石井師 

賛  美  聖歌 454 番 ＆ 「山を見ても感謝」 

ヤベツの祈り 

聖  書  ①コリント人への第二の手紙5章14～21節 

②ヨハネによる福音書13章１～11節 

特別賛美  ハンナ会（マザー・テレサの歌） 

メッセージ ①「『かつては』と『今は』」坪井永城牧師 

②「関係の中で働かれる神様」石井 潤牧師 

献  金  聖歌396番＆「慕い求めます」「感謝の心」 

祝  祷               [献金当番：渡辺姉・永井姉] 

お知らせ                  【司会者】 

賛  美  「見よ私は新しいことをする」                   
礼拝にお越しくださった皆様を心よりご歓迎いたします！ 

《今週のお知らせ》 

１．本日昼食後１時～、聖書の学び会とヤングチャペルが行われます。 

２．今週の祈り会：①月曜朝６時～、早天祈祷会。➁木曜午前 10 時半～、 

➂夜７時半～、大川牧師（大和祈祷会映像）。➃土曜夜８時～、準備祈祷会。 

３．来週の日曜礼拝では聖餐式(大切に！)。昼食後は執事会があります。 

 

 

 
 

  

一年に一回聖書を完読できる！Bible Reading Plan 〔１０/１～/８〕 

Date 本日 月 火 水 木 金 土 日 

旧約 
イザヤ 

２２・２３章 
２４－ 
２６章 

２７・ 
２８章 

２９・ 
３０章 

３１－ 
３３章 

３４－ 
３６章 

３７・ 
３８章 

３９・ 
４０章 

新約 
エペソ 
３章 ４章 ５章 ６章 

ピリピ 
１章 ２章 ３章 ４章 

チェック 旧 新 旧 新 旧 新 旧 新 旧 新 旧 新 旧 新 旧 新 

10/12(木):大手家庭集会 13(金):YCU 集会 15(日):｢秋の召天者記念礼拝｣ 

22(日):聖歌隊 23(月):長野家庭集会 26(木):WOGA 29(日):映画会 



 
 
 
 
 
 
 
「今わたしはあなたがたに新しい戒めを与えましょう。あなたがたは互いに愛し合いな

さい。わたしがあなたがたを愛したと同じように、あなたがたも互いに愛し合いなさい。

あなたがたが互いに愛し合うなら、それによって、あなたがたがわたしの弟子であるこ

とを、この世の人々 は知るようになります。」ヨハネによる福音書13章34･35節[現代訳] 
 

使徒ペテロは世の終わりについてこう述べています。 

「世の終りが近付いている。だから、自制して、いつも祈っていなさい。何よりもまずお互

いに熱く愛し合いなさい。愛はほかの人の罪を赦すものである。」第一ペテロ４章７･８節[現代訳] 

世の終りには大混乱が訪れます。そして、私たちの心を揺さぶります。そんなときに、主の

御前に出て祈ることによって私たちの心が守られ、そして、人間関係の中で、愛を土台とし

て正しい関係を築くことができるのです。 

私たちは生物学的な存在であると同時に、社会的な生き物です。様々な関係の中で

生存できる存在です。 

今から８００年ほど前、現在のイタリアで生まれた神聖ローマ帝国の皇帝フリードリヒ２世。

このフリードリヒ２世が生まれたばかりの赤ちゃんにとても恐ろしい実験をしました。赤ちゃんが

産まれてからのお世話にスキンシップも話しかけもしなかったという育児。そうすると子供はど

のように育つかと言う実験。その結果、子供達は、全員が１歳の誕生日を迎えることなく誰

一人として育たなかったそうです。愛情を示してもらえず、言葉もかけてもらえず全員が死ん

でしまったそうです。 

ただミルクを与えて、お風呂にも入らせて、排泄もさせるだけでは人間は生きられないので

す。愛による関係がなければ、魂、心の交流がなければ死んでしまうのです。 

イエス様が弟子たちにされたことは、当時の奴隷が主人にすることでした。まず、へりくだる

ことを求めました。そして、お互いの汚い部分を取り除いてあげることを求めました。そして、ペ

テロのように、自分の汚い所を相手に任せることを拒んではならないこともお教えになりました。

私たちの愛の関係は、お互いに自分の嫌な部分も含めてすべてを明らかにする関係を意味

しています。もちろん、現代はプライバシーや個人情報などを制限しなければならない時代

になってしまっていますが、本来の安心できる社会のように、すべて、ありのままを受け止め合

う関係、祈りの関係が私たちに与えられたキリストの弟子としての関係であることを主は願っ

ておられるように思います。それにはまず、私たち一人一人が、父なる神様の前に、自らを委

ねる所から始まります。そして、同じ神様に仕える兄弟姉妹を心から信じ、愛していくことで、

この世の人々にキリストの香りを放つことができるのです。 

「関係の中で働かれる神様」 
～「あなたがたは互いに愛し合いなさい」～ 


